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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アウターリングを有する、転がり軸受アッセンブリと、ハブとを備え、前記ハブが一方
の側から、アウターリングの外側表面の部分領域を包囲して、アウターリング上に差し嵌
めることができる、陸上用乗り物の駆動される車輪の非回転の内輪を有するラジアルころ
軸受において、
　回転するアウターリング（２４、２４’、２４”）の外側表面の一部と、ハブ（３０、
３０’、３０”）の内側表面の一部が、相互に一致して添接するために、截頭円錐ジャケ
ット形状に形成されるとともに、
　前記アウターリングは、前方の領域から始まってその外表面が截頭円錐ジャケット形状
に後方へ向かって拡幅するよう形成され、
　前記テーパ状の外側ジャケットを有するアウターリングが軸線方向に延設されて２列の
テーパー状転動体の両方の列を覆い、
中空の軸ボディ（１２、１２’、１２”）を貫いて駆動軸（１６、１６’、１６”）が配
設されたことを特徴とする駆動される車輪の車輪軸受。
【請求項２】
　截頭円錐ジャケット形状の領域が、セルフロックしないように形成されていることを特
徴とする請求項１に記載の車輪軸受。
【請求項３】
　アウターリング（２４、２４’、２４”）が、ボルトを螺合し、あるいは案内するため
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の開口部なしで形成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の車輪軸受。
【請求項４】
　アウターリング（２４’）の截頭円錐ジャケット形状の領域が、アウターリング（２４
’）の中央に配置されていることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の車
輪軸受。
【請求項５】
　転がり軸受アッセンブリが、中空の軸ボディ（１２、１２’、１２”）上に配置されて
おり、前記中空の軸ボディ内に駆動軸（１６、１６’、１６”）が挿入されていることを
特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の車輪軸受。
【請求項６】
　駆動軸（１６、１６’、１６”）は、端部に駆動軸フランジ（１８、１８’、１８”）
を有していることを特徴とする請求項５に記載の車輪軸受。
【請求項７】
　駆動軸フランジ（１８）とハブ（３０）またはアウターリングが、互いに螺合可能に形
成されていることを特徴とする請求項６に記載の車輪軸受。
【請求項８】
　駆動軸フランジ（１８’、１８”）の外側表面とアウターリング（２４’、２４”）ま
たはハブの内側表面領域に、駆動軸フランジ（１８’、１８”）がアウターリング（２４
’、２４”）またはハブ内へ嵌入するために、互いに適合された歯切りが形成されている
ことを特徴とする請求項６または７に記載の車輪軸受。
【請求項９】
　ハブ（３０、３０’、３０”）が、車輪のリムを固定するために、ディスク形状に半径
方向外側へ延びるフランジ（３２、３２’、３２”）を有していることを特徴とする請求
項１から８のいずれか１項に記載の車輪軸受。
【請求項１０】
　ハブ（３０、３０’、３０”）が、鋳鉄および軽金属またはそれらのうちの一方からな
ることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の車輪軸受。
【請求項１１】
　アウターリング（２４’、２４”）上にハブ（３０’、３０”）を固定するために、ア
ウターリング（２４’、２４”）の外側表面領域に、ナット（６０’、６０”）を螺合す
るためのねじが形成されていることを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載
の車輪軸受。
【請求項１２】
　ナット（６０’、６０”）の一部に、カラーが形成されており、前記カラーの内径が、
駆動軸フランジ（１８’、１８”）の最大の外径より小さく寸法設計されていることを特
徴とする請求項１１に記載の車輪軸受。
【請求項１３】
　アウターリング（２４）の外側表面の一部に、歯切りが形成されていることを特徴とす
る請求項１から１２のいずれか１項に記載の車輪軸受。
【請求項１４】
　前記歯切りが、円形円筒状のジャケット面のベース上に周方向に分配された複数のくさ
び（２５）を有しており、前記くさびが上述した側から離れるように半径方向に肥厚して
いることを特徴とする請求項１３に記載の車輪軸受。
【請求項１５】
　上述した側から、ブレーキディスクアッセンブリ（４０、４０’、４０”）がアウター
リング（２４、２４’、２４”）を介して差し嵌めることができることを特徴とする請求
項１から１４のいずれか１項に記載の車輪軸受。
【請求項１６】
　ハブ（３０、３０’）とブレーキディスクアッセンブリ（４０、４０’）が、互いに螺
合可能に形成されていることを特徴とする請求項１５に記載の車輪軸受。
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【請求項１７】
　ブレーキディスクアッセンブリ（４０、４０”）の内側表面の上述した側が、アウター
リング（２４、２４”）の截頭円錐ジャケット形状の領域の、前述した側と対向する端部
に一致して添接するために、截頭円錐形状に形成されていることを特徴とする請求項１５
または１６に記載の車輪軸受。
【請求項１８】
　ハブ（３０”）とブレーキディスクアッセンブリ（４０”）の間に、ハブ（３０”）と
ブレーキディスクアッセンブリ（４０”）を弾性的に軸方向に互いに押し離すための手段
が配置されていることを特徴とする請求項１５から１７のいずれか１項に記載の車輪軸受
。
【請求項１９】
　前記手段が、皿ばねペア（７０”）を有していることを特徴とする請求項１８に記載の
車輪軸受。
【請求項２０】
　ハブ（３０’、３０”）とブレーキディスクアッセンブリ（４０’、４０”）が、その
互いに対向する端面に、互いに噛合するために設けられた、軸方向に突出する歯を備えた
歯切りを有していることを特徴とする請求項１５から１９のいずれか１項に記載の車輪軸
受。
【請求項２１】
　ブレーキディスクアッセンブリ（４０）の内側表面領域の上述した側に、歯切りが互い
に噛合した場合に、ブレーキディスクアッセンブリ（４０）の歯切りが上述した側からア
ウターリング（２４）の歯切りを越えて摺動可能であるように、歯切りが形成されている
ことを特徴とする請求項１３または１４に記載の車輪軸受。
【請求項２２】
　ブレーキディスクアッセンブリ（４０）とハブ（３０）の間に、ブレーキディスクアッ
センブリ（４０）に応じた内側表面歯切りを有する歯付きディスク（５０）が配置されて
おり、かつ歯付きディスク（５０）が次のように、すなわち、ハブ（３０）がブレーキデ
ィスクアッセンブリ（４０）と螺合された場合にアウターリング（２４）の歯ピッチに関
して約半分の歯ピッチだけブレーキディスクアッセンブリ（４０）の回動が保証されるよ
うに、配置された孔を有していることを特徴とする請求項２１に記載の車輪軸受。
【請求項２３】
　駆動軸フランジ、ハブおよびブレーキディスクアッセンブリが、１つの同じボルトによ
って互いに螺合可能であるように形成されていることを特徴とする請求項１６から２２の
いずれか１項に記載の車輪軸受。
【請求項２４】
　車輪軸受が、軸ナット（２８、２８’、２８”）を有しており、前記軸ナットによって
、転がり軸受アッセンブリが軸ボディ（１２、１２’、１２”）上に固定可能であること
を特徴とする請求項１から２３のいずれか１項に記載の車輪軸受。
【請求項２５】
　転がり軸受アッセンブリのインナーリング（２２、２２’、２２”）が、少なくとも二
分割して形成されていることを特徴とする請求項２４に記載の車輪軸受。
【請求項２６】
　車輪軸受が、軸ナット（２８、２８’、２８”）を不用意に外れないように固定するた
めの手段を有していることを特徴とする請求項２４に記載の車輪軸受。
【請求項２７】
　転がり軸受アッセンブリが、Ｏ配置の２列のテーパーころ軸受として形成されているこ
とを特徴とする請求項１から２６のいずれか１項に記載の車輪軸受。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、アウターリングを備えた、転がり軸受アッセンブリと、一方の側からアウタ
ーリングの外表面の部分領域を包囲するようにアウターリング上に差し嵌めることのでき
る、ハブとを有する、駆動される車輪の車輪軸受に関する。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば、特許文献１から、駆動される軸の車輪軸受が知られており、それは、転がり
軸受アッセンブリと転がり軸受アッセンブリを包囲するハブが互いに対して円筒ジャケッ
ト形状に添接し、かつブレーキディスク交換のために転がり軸受アッセンブリの少なくと
も部分が一緒に取り外されるように形成されている。
【特許文献１】西独国特許出願公告第１９９６１７１０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、特に解体しやすさによっても優れた、駆動される車輪の改良された車
輪軸受を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題は、請求項１の特徴を有する対象によって解決される。好ましい形態が、従属
請求項に記載されている。
【発明の効果】
【０００５】
　たとえば、冒頭で説明した、特許文献１（西独国特許出願公告第１９９６１７１０号明
細書）の車輪軸受に比較して、請求項１に記載の車輪軸受においてはハブとアウターリン
グの間の截頭円錐ジャケット形状の添接面に基づいて、解体が著しく簡略化されて効果的
である。
【０００６】
　好ましい形態において、ブレーキディスクアッセンブリをアウターリングを介して差し
嵌めることができる。従って、冒頭で説明した、特許文献１（西独国特許出願公告第１９
９６１７１０号明細書）の車輪軸受に比較して、ハブを取り外した後にブレーキディスク
アッセンブリも簡単な方法で取り外すことができ、その場合に転がり軸受アッセンブリが
一緒に取り外されることはなく、それが転がり軸受アッセンブリを特に効果的に損傷から
保護する。これは、車輪軸受のノーマルな寿命の間ブレーキディスクが少なくとも一度は
交換され、それに対して転がり軸受アッセンブリはその全寿命を維持するので、特に効果
的である。
【０００７】
　本発明の他の利点と詳細が、図を用いて以下で説明する本発明の実施例から明らかにさ
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は、本発明の第１の実施例として、駆動される車輪の車輪軸受を縦断面で示してい
る。それに付属して、図２は、図１の車輪軸受を分解斜視図で示している。車輪軸受は、
規定に従って回転しない、ジャケット形状の軸ボディ１２を有しており、その中に駆動軸
１６が配置されており、その駆動軸はその前方の端面に一体的に形成された駆動軸フラン
ジ１８を有している。その場合に、前方と称するのは、車輪のリムが取り付けられる側で
あって、従って図１において左に相当する。さらに、軸ボディ１２の外表面には、２列の
テーパーころ軸受を収容するためにそれに応じた軸受シートが形成されている。その場合
に軸受シートは、後方へ向かって軸ボディ段部によって、そして前方へ向かってはねじに
よって画成されている。軸受シート上に、テーパーころ軸受の軸方向に２分割されたイン
ナーリング２２が配置されており、その場合にインナーリング２２は、軸ボディ１２のね
じ領域上に螺合できる、固定可能な軸ナット２８を用いて軸ボディ段部に対して固定され
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る。
【０００９】
　さらに、２列のテーパーころ軸受は、Ｏ配置でアウターリング２４を有しており、その
場合にインナーリング２２とアウターリング２４の間に截頭円錐形状の、図示されていな
い保持器内で案内される転動体２６が配置されている。その場合にアウターリング２４は
、前方の領域から始まってその外表面が截頭円錐ジャケット形状に後方へ向かって拡幅す
るように、形成されている。アウターリング２４の外表面は、後方の領域内で、円筒形状
のジャケット面上に周方向に複数の等配されたくさび２５が延びるように、形成されてお
り、それらのくさびは前から後ろへ向かって半径方向に肥厚し、かつ少なくともその前方
の部分領域内でアウターリング２４の截頭円錐ジャケット形状の領域に続いている。従っ
て、アウターリング２４の外表面の後方の領域は、周ラインを平面内に展開した場合に、
矩形の歯切りの形式を有している。
【００１０】
　ブレーキディスクアッセンブリ４０を取り付け、かつ取り外すために、このアッセンブ
リはアウターリング２４の軸方向の長さの大部分にわたって摺動可能である。
【００１１】
　その場合にブレーキディスクアッセンブリ４０は、中空円筒状のブレーキディスク支持
体４２を有しており、その後方の領域上に本来のブレーキディスク４４が配置されている
。ブレーキディスク支持体４２には、内側表面の前方の領域に、アウターリング２４の歯
切りに対応して内側へ向かって延びる歯を備えた歯切りが形成されている。その場合にア
ウターリング２４とブレーキディスクアッセンブリ４０は、ブレーキディスクアッセンブ
リ４０の歯がアウターリング２４の歯の間隙内へ嵌入した場合に、ブレーキディスクアッ
センブリ４０が前からアウターリング２４を介して後方へ向かって、少なくとも図に示す
位置まで、差し嵌めることができるように、互いに合わせて形成されている。組み立てる
場合に、ブレーキディスクアッセンブリ４０を差し嵌めた後に、歯付きディスク５０と、
その後にハブ３０がアウターリング２４上に差し嵌められる。
【００１２】
　その場合に歯付きディスク５０の内側表面に、アウターリング２４の歯に噛合するため
に、それに応じた歯が設けられているので、歯付きディスク５０はアウターリング２４上
に回動できないように配置されている。その場合に歯付きディスク５０は、周方向に均一
に分配して配置された孔を有している。ブレーキディスク支持体４２も、前方のフランジ
形状の領域内に、それに応じた孔を有しており、それらは歯付きディスク５０の孔に対し
て、ブレーキディスク支持体４２がアウターリング２４の歯ピッチに関して、言うなれば
約半分の歯ピッチだけ回動された場合にだけ、歯付きディスク５０とブレーキディスク支
持体４２の孔が等しく重なり合うように、設けられている。従って、ブレーキディスク支
持体４２は、アウターリング２４上に前からの引っ張り負荷に関して、それを介してアウ
ターリング２４上にハブ３０を後で詳しく説明するように固定することが可能であるよう
に、堅固に取り付けられている。
【００１３】
　アウターリング２４の截頭円錐ジャケット形状の領域に合わせて、アウターリング２４
上に固定すべきハブ３０の内側表面の少なくとも部分領域に、対応する截頭円錐ジャケッ
ト形状の領域が形成されている。その場合にハブ３０は、鋳鉄および／または軽金属を有
するように形成することができる。ハブ３０がアウターリング２４上に前から取り付ける
ことができ、かつまた取り外すことができるように、截頭円錐ジャケット形状の領域の勾
配は、セルフロックのわずか上に選択されている。
【００１４】
　ハブ３０は、さらに、半径方向外側に位置する、孔３３を備えたフランジ形状の領域３
２を有しており、そのフランジに車輪のリムを固定することができる。さらに、ハブ３０
は前方の領域に、駆動軸１６の駆動軸フランジ１８を対応するボルト１９を用いてハブ３
０と螺合することができるように、孔３５を有している。
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【００１５】
　さらに、ハブ３０は、周方向に分配して配置された、ハブ３０を軸方向に貫通する孔３
７を有しており、それらの孔は歯付きディスク５０の孔に軸方向に線形に続くように形成
されている。歯付きディスク５０とハブ３０の孔３７を通してブレーキディスクアッセン
ブリ４０内へ嵌入するボルト３９を用いて、ボルト３９を締め付けることによってハブ３
０をアウターリング２４上に引き付けて、従って固定的に保持することができる。という
のは、上述したように歯切り半分の変位によってブレーキディスクアッセンブリ４０がア
ウターリング２４のくさび２５に対して引き付けられるからである。その場合に歯付きデ
ィスク５０は、駆動中に配置全体が捻れ、特にブレーキディスクアッセンブリ４０がハブ
３０をもはや固定保持することができなくなることを、阻止する。
【００１６】
　その場合にハブ３０は、その外側表面の前方の領域において、孔３５のために、周方向
に均一に分配されて、軸方向に延びる、外側へ向かって半円形状に膨出する隆起部が設け
られるように、形成されており、その場合にいわば、隆起部の間の間隙に、ボルト３９の
ための孔３７が設けられている。
【００１７】
　図３は、本発明の第２の実施例として、駆動される車輪の車輪軸受の縦断面を示してい
る。それに付属して、図４が、図３の車輪軸受の分解斜視図を示している。その場合に車
輪軸受は、規定に従って回転しないジャケット形状の軸ボディ１２を有しており、その中
に駆動軸１６’が配置されており、その駆動軸はその前方の端面に一体的に形成された駆
動軸フランジ１８’を有している。その場合に前方と称するのは、車輪のリムが取り付け
られる側であって、それが図３の左に相当する。さらに、軸ボディ１２’の外側表面には
、２列のテーパーころ軸受を収容するために、それに対応する軸受シートが形成されてい
る。その場合に軸受シートは、後方へ向かって軸ボディ段部によって、そして前方へ向か
ってはねじによって画成されている。軸受シート上に、テーパーころ軸受の軸方向に２分
割されたインナーリング２２’が配置されており、その場合にインナーリング２２’は、
軸ボディ１２’のねじ領域上に螺合できる、固定可能な軸ナット２８’を用いて、軸ボデ
ィ段部に対して固定される。さらに、２列のテーパーころ軸受は、Ｏ配置でアウターリン
グ２４’を有しており、その場合にインナーリング２２’とアウターリング２４’の間に
截頭円錐形状の、図示されていない保持器内で案内される転動体２６’が配置されている
。
【００１８】
　車輪軸受は、ブレーキディスクアッセンブリ４０’を有しており、そのアッセンブリは
取り付けかつ取り外すために、アウターリング２４’の軸方向長さの大部分にわたって摺
動することができる。その場合にブレーキディスクアッセンブリ４０’は前からアウター
リング２４’を介して後方へ、少なくとも図に示す位置まで、差し嵌めることができる。
ブレーキディスクアッセンブリ４０’は、中空円筒状のブレーキディスク支持体４２’を
有しており、その後方の領域上に本来のブレーキディスク４４’が配置されている。ブレ
ーキディスク支持体４２’は、前方のフランジ状の領域内に、周方向に等しく分配して配
置された孔を有している。
【００１９】
　アウターリング２４’は、その外側表面が前方の領域から始まって截頭円錐ジャケット
形状に後方へ拡幅するように、形成されている。アウターリング２４’の截頭円錐ジャケ
ット形状の領域に合わせて、アウターリング２４’上に固定すべきハブ３０’の内側表面
の少なくとも部分領域に、対応する截頭円錐ジャケット形状の領域が形成されている。
【００２０】
　その場合にハブ３０’は、鋳鉄および／または軽金属を有するように形成することがで
きる。ハブ３０’をアウターリング２４’上に前から取り付け、かつ取り外すことができ
るようにするために、截頭円錐ジャケット形状の領域の勾配は、セルフロックのわずか上
に選択されている。
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【００２１】
　ハブ３０’は、半径方向外側に位置する、孔３３’を備えたフランジ状の領域３２’を
有しており、そのフランジ状の領域に車輪のリムが固定できる。さらに、ハブ３０’は、
周方向に分配して配置された孔３７’を有しており、それらの孔はボルト３９’を用いて
ブレーキディスクアッセンブリ４０’をハブ３０’と結合するために、ハブ３０’を軸方
向に貫通しており、かつブレーキディスクアッセンブリ４０’の孔に軸方向に線形に続い
ている。
【００２２】
　アウターリング２４’は、前方へ延長して形成されている。その場合にアウターリング
２４’の内側表面の前方の領域に歯切りが形成されており、かつ駆動軸１６’からアウタ
ーリング２４’とそれに伴ってハブ３０’へ回転運動を伝達するために、駆動軸フランジ
１８’の外側表面に、アウターリング２４’の歯切り内へ噛合する、対応する歯切りが形
成されている。アウターリング２４’の外側表面には、さらに一番前の領域にねじが形成
されており、アウターリング２４’上にハブ３０’を固定するために、そのねじ上にナッ
ト６０’を螺合することができる。その場合にナット６０’の前方の端面に、カラーが形
成されており、そのカラーの内径は歯を有する駆動軸フランジ１８’の最大の外径よりも
小さく寸法設計されているので、ナット６０’の螺合によって同時に軸ボディ１２’内に
駆動軸１６’が保持される。
【００２３】
　付加的に、本発明に基づく駆動される車輪の車輪軸受において、ハブは、軸方向前方へ
延びる中空円筒状の領域を有するように、形成することができ、その領域は、たとえばア
ウターリングの外側表面上に螺合可能なナットを、規定通り組み立てられた状態において
実質的に包囲し、かつそのナットを越えて軸方向に突出している。その場合にこの中空円
筒状の領域の内側表面の、車輪軸受を規定通りに組み立てた状態においてナットの前方の
端面が位置する領域内に、環状の溝が、リング、特にスプリングリングがその溝内へ挿入
可能であるように、設けられており、そのリングが内側へ向かって中空円筒状の領域の円
筒外側表面を越えて、かつナットの円筒外側表面を越えて突出する。従ってナットが固定
され、転がり軸受アッセンブリを取り外さずに転がり軸受アッセンブリからハブを簡単に
取り外すことは、ナットを然るべく回転させることによりスプリングリングを介してハブ
が一緒に引き抜かれることによって、もたらすことができる。その場合にナットは前方の
端面に、ナットを回転させるための工具を作用させることのできる手段を有している。さ
らに、アウターリングの前方の端面にも、同様に、上述した手段に作用する工具の使用の
元でナットが回転した場合にアウターリングが一緒に回転することを阻止する、手段が形
成されている。ある実施形態において、手段は、端面からナット内へ、ないしはアウター
リング内へ形成された凹部を有することができる。特に、ハブが転がり軸受アッセンブリ
から取り外し可能な構成部品として形成されていることによって、転がり軸受ユニットを
一緒に取り外す必要がないために、ハブは、転がり軸受アッセンブリの損傷を防止しなが
ら取り外し可能に管理されているので、特に、軸方向にハブのフランジよりずっと後方に
配置され、かつ軸方向に見てフランジと重なるブレーキディスクが、効果的に交換可能と
なる。その場合に注意すべきことは、車輪軸受のノーマルな寿命の間にブレーキディスク
は少なくとも１回は交換され、さらに、ハブとアウターリングがユニットとしてしか取り
外しできない車輪軸受の場合には、このユニットの取り外しが、通常取り外す場合に付属
の転がり軸受アッセンブリのシール領域の損傷をもたらし、コストのかかる車輪軸受の全
交換が必要となることである。
【００２４】
　付加的に、本発明に基づく駆動される車輪の車輪軸受に、たとえばアンチブロッキング
システムのための、パルス発生器リングを設けることができる。その場合にパルス発生器
リングは、その規定通りの固定箇所から始まって前方へ向かって、軸方向にアウターリン
グと重ならないように形成されている。その場合にパルス発生器リングは、ハブを取り外
す場合に、特に効果的に、転がり軸受アッセンブリの取り外しなしで前から交換可能であ
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る。
【００２５】
　付加的に、本発明に基づく駆動される車輪の車輪軸受は、截頭円錐ジャケット形状の領
域のシールを有することができる。その場合にシールは、特に２つの截頭円錐ジャケット
形状の領域間に水分が侵入することを阻止するシール手段を有するので、腐食が防止され
、かつハブは厳しい環境条件の元での比較的長い駆動期間後でも、まだ確実かつ簡単に取
り外し可能である。シール手段は、前方のシール部材と後方の、実質的にリング状に形成
された、シール手段とを有している。
【００２６】
　付加的に、本発明に基づく駆動される車輪の車輪軸受において、前方のインナーリング
と後方のインナーリングを有する、２分割されたインナーリングは、以下のように形成す
ることができる：２つのインナーリングが規定通りに互いに添接する側において、２つの
インナーリングは軸方向に互いに入れ子になるように形成されている。そのためにインナ
ーリングの各々は上述した側へ向かう終端領域に、リング状の溝を有しており、その溝は
軸方向に、上述した端部の方向において溝の前に位置するリング状の領域と協働してアン
ダーカットを形成するように形成されている。その場合に、リング状の領域の互いに向き
合う外側表面に、それぞれ互いに適合するねじが設けられている。ねじは、規定通りに組
み込まれた状態においてもはや接触せず、さらに車輪軸受を駆動する場合に生じる力が伝
達されないので、比較的大まかな形成のねじで十分であって、繊細なねじを設ける必要は
ない。規定通りに組み込まれた状態において、前方のインナーリングのリング状の領域の
後方の端面が、後方のインナーリングの溝を後方へ向かって画成する端面に添接する。そ
れを介して力の伝達が行われる。２つのねじは、互いに噛合しない。
【００２７】
　その場合にリング状の溝の軸方向の広がりは、その溝内へ嵌入するために設けられてい
るリング状の領域の軸方向の広がりより大きく、選択されている。軸ボディ上への最初の
取り付けに関して、好ましくは２つのインナーリングは失われないようにねじを介して互
いに噛合させて提供することができるので、互いに噛合したインナーリングが軸ボディ上
に、後方のインナーリングが規定通りに添接するまで差し嵌められ、その後前方のインナ
ーリングが後方へ回転移動されて、２つのインナーリングが、そのねじにおいて互いに離
れて、規定通りに互いに添接する。２つのインナーリングの入れ子式フックは、さらに、
どのような理由に基づいてであれ、インナーリングが取り外される場合に、前方のインナ
ーリングを外すと後方のインナーリングも同時に引き抜かれるので、効果的である。
【００２８】
　図５は、本発明の第３の実施例として、駆動される車輪の車輪軸受を縦断面で示してい
る。それに付属して、図６は、図５の車輪軸受の分解斜視図を示している。図３および４
の車輪軸受に対して、図５と６の車輪軸受は、テーパーころ軸受のアウターリング２４”
、ハブ３０”およびブレーキディスクアッセンブリ４０”の形成において異なっている。
その他においては、図３と４の車輪軸受について上述した説明が同様に該当する。その場
合に、図５と６の車輪軸受の構成部材は、図３と４の車輪軸受の対応する構成部材に関し
て、同じ参照符号にダッシュを付して示されている。
【００２９】
　図５と６の車輪軸受において、アウターリング２４”の外側表面も、その後方の領域に
おいてその中央領域を截頭円錐ジャケット形状に連続的に延長して形成されている。その
場合にブレーキディスクアッセンブリ４０”の、特にブレーキディスク支持体４２”の内
側表面は、その前方の領域において、アウターリング２４”の外側表面の後方の領域に一
致するように添接するために、同様に截頭円錐ジャケット形状に形成されている。図３と
４のハウジング３０’に比較して、図５と６のハブ３０”には、孔３７は形成されていな
い。その代りにハブ３０”とブレーキディスクアッセンブリ４０”は、その互いに向き合
う端面に、互いに噛合するために軸方向に突出する歯を備えた歯切りを形成されているの
で、この歯切りを介してブレーキモーメントをハブ３０”とブレーキディスク４４”の間
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端面の間に、さらに上述した歯切りの外部の領域に、皿ばねペア７０”が配置されている
ので、締め付けの元でハブ３０”とブレーキディスクアッセンブリ４０”の間の結合が保
持され、かつブレーキディスク４４”がセンタリングされる。
【００３０】
　他の実施形態において、特にアウターリング２４’と２４”に嵌入する、図３から６の
駆動軸フランジ１８’と１８”の歯切りの代替案として、駆動軸フランジが歯切りを用い
て、対応するように形成されたハブ内へ直接嵌入することもでき、その場合に駆動軸フラ
ンジがアウターリングと螺合可能に形成されており、かつ螺合によってアウターリング上
のハブを締め付け固定するために、駆動軸フランジがハブの実質的に半径方向に延びる面
に対して押圧される。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１の実施例において、駆動される車輪の車輪軸受を示す縦断面図であ
る。
【図２】図１の車輪軸受の分解斜視図である。
【図３】本発明の第２の実施例において、駆動される車輪の車輪軸受を示す縦断面図であ
る。
【図４】図３の車輪軸受の分解斜視図である。
【図５】本発明の第３の実施例において、駆動される車輪の車輪軸受を示す縦断面図であ
る。
【図６】図５の車輪軸受の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００３２】
１２、１２’、１２”　軸ボディ
１６、１６’、１６”　駆動軸
１８、１８’、１８”　駆動軸フランジ
１９　ボルト
２２、２２’、２２”　分割されたインナーリング
２４、２４’、２４”　アウターリング
２５　くさび
２６、２６’、２６”　転動体
２８、２８’、２８”　軸ナット
３０、３０’、３０”　ハブ
３２、３２’、３２”　フランジ状の領域
３３、３３’、３３”、３５、３７、３７’　孔
３９、３９’　ボルト
４０、４０’、４０”　ブレーキディスクアッセンブリ
４２、４２’、４２”　ブレーキディスク支持体
４４、４４’、４４”　ブレーキディスク
５０　歯付きディスク
６０’　ナット
７０”　皿ばねペア
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